
四国体育・スポーツ学研究 4号 平成 30年 7月 

1 

 

レクリエーショナル・スポーツの教育目的および到達目標に関する研究 

―カポエイラのコミュニケーション性を活かした教材づくりに向けて― 

 

細谷洋子（四国大学） 

 

Research on the educational goal and reaching goal of recreational sports 

– For teaching materials making full use of Capoeira’s communication – 

 

要旨 

 

本研究は、ブラジルの伝統格闘技カポエイラの学習内容を検討し、大学における正課の体育授

業の枠を超えて、初年次教育や学生支援に有用なレクリエーショナル・スポーツとしてカポエイ

ラを実施するための教育目的および到達目標を明らかにすることを目的とする。研究方法は、A

大学と B大学における「カポエイラ体験講座」の後に感想を自由に記述させ、カポエイラの学

習内容を構成する要素について KJ法を参考にカードを用いたグループ化・構造化による分析と

文献研究である。その結果、カポエイラでは、「身体技能」の学習を通して、(1)「リズム感」

（「運動リズム」の形成と「音楽テンポ」へ意識を向けること）、(2)「創造性」（駆け引きのため

の動きの発見）、(3)「駆け引き」（駆け引きを伴う動きと実践的な間合いの読み方・作り方）が

学習内容として位置づけられた。そして、レクリエーショナル・スポーツとしてのカポエイラの

教育目的は、「カポエイラ固有の身体技能の学習と集会型ゲーム『ホーダ』の実施を通じて、仲

間とコミュニケーションを図り、協力し合い、楽しむこと」となった。また、到達目標は、「①

固有の身体技能の学習を通して、基本ステップ『ジンガ』に関連する運動リズムを自分なりに形

成し、音楽テンポへ意識を向けて動くこと、②組手『ジョゴ』では駆け引きの動きを工夫し、相

手とコミュニケーションを図ること、③集会型ゲーム『ホーダ』では協力し合い、一体感を高め

るよう働きかけること」となると結論づけた。 

 

キーワード ： レクリエーショナル・スポーツ、カポエイラ、教育目的、到達目標、非言語コミュニケーション 

 

 

１．はじめに 

大学全入時代を背景に、大学教育はユニバ

ーサル段階に差し掛かり、大学教育の質的転

換が迫られて久しい。そして、学士課程教育の

構築の観点から、大学体育の役割が改めて見

直されている（森田ほか, 2016）。 

そうした中で、大学における初年次教育の

手段として、スポーツやレクリエーション活

動が活用され（春日ほか ,2016; 児玉・奥

田,2017; 西田ほか,2009; 高村,2018）、学生間

のコミュニケーションの促進におけるスポー

ツやレクリエーション活動の有用性が注目さ

れている。 

また、国内の多くの大学では学生支援が重

要課題とされており、レクリエーショナル・ス

ポーツの活用への期待も高まるところである。 

実のところ、日本学生支援機構によれば、大

学における学生支援は修学面における支援が
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中心であり（独立行政法人日本学生支援機構, 

2015, p.12）、スポーツやレクリエーションを

通じた組織的な学生支援の取り組みはまだ低

調のようである（小倉, 2014）。しかしながら、

学生支援として正課外におけるレクリエーシ

ョナル・スポーツの活用が先進的に行われて

いる米国大学では、キャンパスすべてが学び

の場であるという観点から、正課外の併用カ

リキュラムの成果を踏まえた米国レクリエー

ショナル・スポーツ・プログラム（recreational 

sports programs、以下 RSP）注 1)の展開がな

されている（小倉, 2014）。具体的には、学生

数 5000名以上の大学で 71%、5000名未満の

大学で 87%が、RSPを行っている注 2)。 

こうしたスポーツやレクリエーション活動

を活用した初年次教育ならびに正課外の学生

支援は、既存の国際スポーツとして行われて

いる種目以外にも、経験による能力差が比較

的少なく、気軽に楽しめ、人間関係づくりに役

立つレクリエーショナル・スポーツが有用で

あろう。 

そこで本稿では、今後、社会的要請を背景に、

大学における正課体育授業の枠を超え、大学

における初年次教育や正課外の学生支援に活

用できるようなレクリエーショナル・スポー

ツの展開を積極的に行うことが求められると

いう視点に立つ。そうしたことから、本稿では、

レクリエーショナル・スポーツの一事例とし

てブラジルの格闘技カポエイラを取り上げる。 

カポエイラとは、約 350 年前に、ブラジル

においてアフリカ系奴隷らによって創出され

た格闘技である。カポエイラは、二人組（組手

は「ジョゴ」と呼ばれる）で駆け引きをしなが

ら蹴りとよけの攻防を展開するが、ノックア

ウトは原則として行われない。その駆け引き

ではフェイントを駆使して相手の動きを誘導

し、優位な形勢を引き出す狡猾さや、蹴りをよ

けながら不意をつく展開をするといった即興

的な創造性の発揮が重視される傾向にある。

つまり、カポエイラにおける組手「ジョゴ」の

目的は、勝敗の明確化ではなく、駆け引きの充

実と創造性の探求にあるといえる。その際に

重要となるのが「マリーシア」という「狡猾さ、

機転が利く」を意味する理念である。いわゆる

フェイントに限らない、組手「ジョゴ」中の多

様な場面で見受けられる戦略的な流れや振る

舞いの基軸となる重層的な概念である（細谷, 

2017, p.39）。実践者同士で共有される望まし

いカポエイラの組手を意味する「マリーシア

のあるカポエイラ」には、カポエイラ固有の面

白さが凝縮されており、「マリーシア」は良い

組手「ジョゴ」の判断基準とされる（細谷, 2015, 

pp.87-88; 細谷, 2017, p.40）。 

また、カポエイラの組手「ジョゴ」は、ホー

ダと呼ばれる人垣のような円（以下、集会型ゲ

ーム「ホーダ」とする）の中で行われる。その

場を囲む人々の中に複数の楽器奏者と歌い手

（リード側と合唱側）もおり、常にリズミカル

な音楽を奏でている。このようにカポエイラ

は組手「ジョゴ」の目的と実践形式において、

競技スポーツとは異なる固有の特徴がある。 

 

 

図１ カポエイラの集会型ゲーム「ホーダ」 

（2016 年 3月, 筆者撮影） 
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ところで、レクリエーショナル・スポーツの

捉え方については、多岐にわたるが、競技スポ

ーツとの志向性の比較において理解される傾

向にある（小川, 2004）。高度化・専門化する

競技スポーツに対して、楽しむために行うス

ポーツがレクリエーショナル・スポーツであ

るという見方である。勝負の追求ではなく、

「楽しさ」を追求することがレクリエーショ

ナル・スポーツの特徴であり、その活動を通し

て参加者同士コミュニケーションをとること

が目的とされる（小川, 2004）。 

それに従えば、カポエイラは勝敗の明確化

を第一義的な目的としない点と、組手「ジョゴ」

では駆け引きの充実が図られる点において、

レクリエーショナル・スポーツを志向する性

格を潜在的に有するといえる。 

カポエイラは、先述した理念「マリーシア」

を基軸に一般の競技スポーツとは異なる価値

観で行われている。カポエイラは格闘技であ

るため、1分～3分ほどの組手「ジョゴ」にお

いて、文脈によっては競技的に勝敗の明確化

を志向する瞬間もあるが、相手の様子に応じ

てレクリエーショナルに行う場合もある。い

つどのタイミングでその目的が切り替わるの

かは客観的に判断できない上に、レクリエー

ショナルな振る舞い注 3）自体がすでに駆け引き

の範疇であったりする。そのため、カポエイラ

の組手「ジョゴ」での駆け引きでは、競技性と

レクリエーション性が常に交錯するのである。 

また、相手の意図を表情や動きの流れから

読み取りつつ即興的に対応していく駆け引き

は、非言語コミュニケーションそのものであ

る。相手のスキルレベルも含めて様子をよく

観察した上で、駆け引きを楽しめるように、そ

して、時に見ごたえのあるものになるように

配慮しながら、適宜動き方や振る舞いを即興

的に調整して相手と組手「ジョゴ」を創ってい

く。こうした駆け引きへの姿勢は、まさにコミ

ュニケーション行為といえる。 

ただし、楽しさを追求し、コミュニケーショ

ンを促進するレクリエーショナル・スポーツ

として実施するためには工夫が必要である。

カポエイラ固有の面白さを損なわずに、むし

ろその面白さを最大限に引き出して、初学者

でも楽しめるようにするには教材研究を行い、

改めて学習内容の明確化をしなければならな

い。 

そこで、本研究は、これまでに実施した大学

生を対象とした「カポエイラ体験講座」の事例

を踏まえ、ブラジルの伝統格闘技「カポエイラ」

の学習内容を検討し、カポエイラを初年次教

育や学生支援に有用な、学生間のコミュニケ

ーションを促進するレクリエーショナル・ス

ポーツとして実施するための教育目的および

到達目標を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

１）研究方法概要 

A大学と B大学の受講生を対象に、約 90分

間のカポエイラ体験講座後に、後述する 4 項

目について感想を自由に記述してもらった。

各記述内容を集計し、カポエイラの学習内容

を構成する項目について KJ 法を参考にカー

ドによるグループ化・構造化の分析を行った。

グループ化・構造化の際に、恣意性を排除する

ために人文科学系の研究者 1名の協力を得た。 

 

２）自由記述文における 4項目の妥当性 

本研究は、人間関係づくりに資するレクリ

エーショナル・スポーツの教材研究であるた

め、体育科教育学ならびにスポーツ心理学に

おける理論に依拠し、学習者（特に初学者）に

とってのカポエイラの「楽しさ」の析出を試み

る。 

また、教材研究は、「素材研究（素材解釈）」

「学習内容研究」「教材づくり」「指導過程研究」
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という段階があり（岩田, 1995, p.128）、本研

究では、特に「素材研究（素材解釈）」として、

カポエイラについて教材の素材としての特性

を把握する。さらに「学習内容研究」として学

習内容の構成要素を検討する。よって、本研究

は、今後の「教材づくり」のための基礎研究と

して位置づけられる。 

さて、「素材研究（素材解釈）」とは、「授業

で取り上げる素材としてのスポーツの分析

（そのスポーツの文化的・人間的意味や価値、

それが有している客観的な構造や機能的な側

面はどのように理解されるのか）」（岩田, 1995, 

p.127）であり、運動文化としての特性を明ら

かにすることである。このような「素材研究

（素材解釈）」は、その重要性は言及されるが

（岩田, 1995, pp.125-126）、具体的な方法につ

いては明確に示されていない。そこで、学習内

容の構成要素を析出するために、本研究では

多面的な観点から「印象に残ったこと」「汎用

性」「むずかしさ」「やりやすさ」の 4つの項目

についての自由記述を受講生に求めた。 

まず、カポエイラに関しては、日本における

大学体育等のための教材研究としてカポエイ

ラの特性を示した先行研究は皆無のため、本

稿では「素材研究（素材解釈）」の第一段階と

して学習者（特に初学者）からみたカポエイラ

の特性を捉えておく必要がある。なぜなら、カ

ポエイラの特性は指導者にとっては既知の事

実であるがゆえに見逃してしまう可能性があ

るためである注 4)。また、「教材づくり」におい

てカポエイラの特性をスムーズかつ十分に味

わえるように学習内容を構成する際の留意点

となる。そのため、「カポエイラの動きや実施

形態の特徴について、授業後に印象に残った

ことは何ですか」という設問を立てた。それが、

項目「印象に残ったこと」である。 

次に、「教材づくり」は、既存のスポーツ種

目や運動遊びを素材として、学ばれるべきも

のはなにかといった「内容的視点」注 5)の検討

を踏まえながら、同時に学習者の学習意欲を

喚起していくという「方法的視点」から工夫さ

れる必要がある（岩田, 2015, p.537）。本研究

では、この「内容的視点」に着目し、学習者に

とっての「やりやすさ」と「むずかしさ」の把

握を通して、レクリエーショナル・スポーツと

してのカポエイラの「楽しさ」に関わる局面の

析出を試みる。 

特に、運動課題やコミュニケーション課題

に対する自己効力感の認識は、その後の運動

参加への動機を調整する役割がある（木下, 

2004, p.298）。これを踏まえると、学習者にと

って自己効力感の認識が高まる局面（項目「や

りやすさ」から析出）ならびに自己効力感の認

識が低くなる局面（項目「むずかしさ」から析

出）は、カポエイラの「楽しさ」を味わえるよ

うな「学習内容研究」と「教材づくり」に不可

欠な視点である。それらを把握するために、

「カポエイラをやってみて、どのようなこと

に『むずかしさ』を感じましたか」「カポエイ

ラをやってみて、どのようなことに『やりやす

さ』を感じましたか」という設問を立てた。 

最後に、運動参加のモチベーションにおけ

る、内発的モチベーションと外発的モチベー

ションならびに非モチベーション（水野, 2004, 

pp.329-331）が、レクリエーショナル・スポー

ツとしてのカポエイラの活動への参加に大き

く影響することは自明である。内発的モチベ

ーションによる参加が理想的だが、参加する

ことにより生まれるかもしれない利益に期待

する外発的モチベーションによる参加（水野, 

2004, p.338）も、学習の初期段階では有効で

ある。そのため、「カポエイラは他のスポーツ

や運動に役立つと思いますか」という説問を

立てた。このカポエイラの「汎用性」について

学習者に問うことは、カポエイラという活動

を超えて、学習者にとって運動や他者とのコ
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ミュニケーションによって得られる利益を把

握し「教材づくり」に活かすうえで必要である。 

以上のような理由から、4項目が設定された。 

 

３）自由記述文の解釈について 

本稿における対象者は、全員がカポエイラ

の体験は初めてであった。本稿においては、初

学者がどの様にカポエイラを捉えるのかに着

目しているため、初学者の視点を踏まえた初

級レベルにおける教育目的と達成目標を検討

することになる。得られた回答はカポエイラ

経験者（競技歴 16年、上級者）によって解釈

された。そして、実践者自身の習熟段階によっ

て異なる、運動やコミュニケーション等にお

ける適切な学習課題という、初学者が達成感

の得られやすい克服課題を見出すことを目指

した。 

 

３．カポエイラの体験内容 

１）体験内容の詳細（A大学） 

実施日時は、2016年 11月 25日（土）10:00

～11:30 で、参加者 16 名の内訳は 10 代女性

10名、20代女性 6名であった。体験内容は表

1の通りである。主に、準備運動、基本動作（構

え、足運び、蹴り、よけ、移動）、二人組の組

手「ジョゴ」、集会型ゲーム「ホーダ」、楽器・

歌・手拍子の練習という流れであった。混乱を

避けるために「マリーシア」の用語による説明

は行わず、「組手でフェイントや駆け引きをす

るように」と平易な言葉による説明を行った。

参加者 16名は全員が女子サッカー部員であっ

たため、日ごろから運動を定期的に行ってい

た。受講中の様子としては、サッカー競技に活

かせる動きなどを習得したいという積極性が

あるように見受けられた。 

 

２）体験内容の詳細（B 大学） 

B大学では、2016年 12月 20日の 13:00～

14:30 と 14:45～16:00 の 2 コマに渡って行っ

た。参加者は、20代女性 8名、20代男性 5名

の計 13名であった。1コマ目は A大学と同じ

流れのため割愛する。2コマ目では、カポエイ

ラの組手「ジョゴ」の種類に、技や動きをみせ

ることを意識した組手「ジョゴ」があるため、

アクロバットな動きや足運び、蹴り、よけとい

った基本動作を丁寧に大きく行うことを意識

して練習する時間を設けた。また、2コマ目に

歌と楽器の練習にも時間を 20 分程度設けた。

そして、時間的に余裕があったため、組手「ジ

ョゴ」の駆け引きについて、「マリーシア」と

いう用語を用いて説明し、基本動作を駆使し

た戦略的な展開を練習した。13 名全員が体育

学部の学生で、ホッケー部、柔道部、レスリン

グ部、ダンス部等に所属しており、日ごろから

定期的に運動をしていた。そのためか、カポエ

イラの基本動作の習得も比較的スムーズで、2

コマかけて基本動作による駆け引きのある組

手「ジョゴ」を楽しむ段階まで各自で深められ

たようだった。 

 

４．カポエイラの学習内容を構成する要素の分類

結果 

29名（A大学 16名、B大学 13名）に、カ

ポエイラについて、先述した「印象に残ったこ

と」「むずかしさ」「やりやすさ」「汎用性」に

ついて自由に記述させた。 

各観点の記述内容について KJ 法を参考に

分類した結果、「身体技能」「リズム感」「創造

性」「音楽性」「形式」「コミュニケーション性」

「駆け引き」「歴史背景」に分類された（表 2）。

これらの 8 つはカポエイラの学習内容の構成

要素といえる。 

さらに、表 2 の中グループの項目について

図解化を行った。アンケート回答内容に相互

に関連があると見受けられる場合のみ図中に

矢印を加え、相互の関連を示した（図 2～図 5）。
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表１ A 大学におけるカポエイラの体験内容 

 内容 受講生の動き 

10:00-10:05 カポエイラの説明 

・ブラジル文化／ブラジルサッカーとの関連／ジ

ンガテクニック（身のこなし）の汎用性／弦楽器ビ

リンバウの説明（素材・音の出る仕組み） 

 

座って話を聞く 

10:05-10:10 ・カポエイラの模範演技  楽器の演奏にあわせて手拍子をする 

10:10-10:23 ・集会型ゲーム「ホーダ」で用いる楽器の紹介 

・質疑応答 

 

 

10:23-10:27 準備運動 二人組でウォームアップ  

10:27-10:34 基本動作：構え「カデイラ」／駆け引きあそびの導

入／遊びを交えてよけの身のこなしに慣れる／ 

 

10:34-10:38 基本動作：足運び「ジンガ」／カデイラと交互に／

向きを変える／ 

10:38-10:43 基本動作：蹴り「メイアルアジフレンチ」／よけ「ココ

リニャ」 

個人で動きを反復する 

10:43-10:50 二人組でジンガ／カデイラ／蹴りとよけ  

10:50-10:55 基本動作：移動「ホレイ」 個人で動きを反復する 

10:55-11:02 二人組でジンガ／ホレイ／相手との距離を保つ  

11:02-11:10 円隊形になり二人組で攻防を行う 二人組で蹴りとよけの攻防を行う 

11:10-11:20 歌の説明／歌の役割／歌詞／手拍子 手拍子をしながら歌をうたう 

11;20-11:28 集会型ゲーム「ホーダ」で、歌と手拍子、攻防を

行う 

 

11:28-11:30 まとめ  
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表 2 カポエイラの学習内容の分類と受講生の記述一覧 

 

 

 

中グループ 小グループ 印象に残ったこと むずかしさ やりやすさ 汎用性

動き（実技） アクロバットな動き 蹴り 護身術として役立ちそう

ダイナミックな動き 動き・動き方 基本的な動きは楽しくできるところ 転んだ時の身の守り方

側転や回し蹴り ダイナミックさ 簡単な動きから気軽に取り組める

掛け合いだけでない見せる動き 側転 技は難しいが、誰でも簡単に始めやすい

独特なダンス 身体の使い方 同じ動きをたくさんするところ

今までやったことのない独特な動き 滑らかに動くこと ジンガ

ジンガ（サッカーのマンガで観た） 独特の動き

運動量の多さ 良い運動になる

体力が必要 少しだけで身体が温まる

少し動いただけで身体が温まる 部活のアップ

柔軟性 柔軟性が高まりそう

滑らかな動きがサッカーに役立てそう

普段使わない筋肉をつかう

自由さ
動きの自由さ 自由な点が逆に難しい 好きに動いていいので身体を動か

しやすかった

自分なりのやり方がつくれる

一つの動きでたくさんのパターンが
できること

音楽（歌）に合わせて動いたこと リズムに合わせてジンガ リズムに合わせてステップとれること

音に合わせて動くこと

南米のリズムを楽しめた リズム・リズム感 リズムがあるので入り易かった リズム感が付きそう
未経験でも楽しめた リズムがその時々で違うので、リズ

ム感を考えないといけない

皆で歌う楽しさ 楽しく歌う

ポルトガル語の歌を歌ったこと 一定のリズムだったから歌いやすい

楽器 楽器演奏
見たことのない楽器が多くてブラジ
ル感があった

初めて見た楽器で使い方が独特

自然の素材を使っているところ（打
楽器のアゴゴ等）

独特の形や音

相手の蹴りと守りの攻防 コミュニケーションが取れる

二人でタイミングを合わせること

相手と息を合わせること

蹴りを入れるタイミング

協調性 格闘技だが協調性が必要な事 協調性 協調性が高まる

雰囲気 皆が自然と笑顔になる
老若男女楽しめること 全体の雰囲気が軽いのもよかった

一体感 皆の一体感 一体感

相手の動きを見て、裏をとったり

フェイントすることがサッカーにも生
かせそう

サッカー以外にも取り入れられそう

ジンガを柔道競技のフェイントに使

いたい
ホッケーの相手との駆け引きでジ

ンガがとても有効

スポーツに駆け引きは必要だから

判断力 相手を見てその時に応じた動きを
する

相手の蹴りと守りの攻防

蹴りを入れるタイミング

二人でタイミングを合わせること

相手と息を合わせること

協調性

身体
技能

創造性

リズム
感

リズム

動き

運動量

体力要素

攻撃または避けた後の動きを考え

なければいけないこと創造性

一つ一つ筋力がないと美しい技に

ならない

コミュニ
ケーショ
ン性

形式とコ
ミュニケー
ション

リズムと動き

音楽性

歌

楽器

駆け引き

攻防

調和

フェイント
（動きに着
目）

駆け引き

コミュニケーション（皆が円になって

おこなうから）

コミュニケーション（ジョゴの開始時

に目を合わせること）

人見知りなのでコミュニケーション

をとるのによい

知らない人ともスポーツをして会話

ができる

相手の動きに合わせて、自分も動

きを考えること

※中グループ「駆け引き」における「調和」は、タイミングを合わせるために協調性が必要という文脈だったため、中グループ「コミュニケ

ーション性」ではなく、中グループ「駆け引き」に分類した。 
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図２ カポエイラの「印象に残ったこと」 

 

 

図３ カポエイラの「汎用性」 

 

図４ カポエイラの「むずかしさ」 

 

図５ カポエイラの「やりやすさ」 

 

５．カポエイラの学習内容の検討 

高岡ほか（2018）によれば、体育科の運動学

習では、運動実践そのものが学習内容である

とともに、運動実践を通した学習内容が存在

する。レクリエーショナル・スポーツにおける

教育目的も運動学習という実践を通して達成

されるため、教材と学習内容の関係は体育科

のそれと構造を同じくする。よって、高岡らの

視点に依拠して検討する。 

 

１）「身体技能」の学習を通じた学習内容 

身体運動やスポーツの実践の核となる「身

体技能」に着目すると、「身体技能」の学習に

おいて、「リズム感」や「創造性」「駆け引き」

が意識されていることがわかる（図 2～図 5） 。

また、「身体技能」の学習において、「駆け引き」

は、相手と対面して行うスポーツ（柔道、サッ

カー、ホッケー等）に汎用性があると捉えられ

ており（表 2参照）、「駆け引き」は「身体技能」

の学習という運動実践を通した学習内容とい

える。さらに、「身体技能」の学習において、

「コミュニケーション性」が伴うことによっ

て、やりやすくなると捉えられている（表 2参

照）。よって、「身体技能」の学習では、カポエ

イラ固有の動き方の学習を通して、「リズム感」

「創造性」「駆け引き」が学習内容として位置

づけられる。次項でこれらの学習内容の内実

について検討し、カポエイラの「コミュニケー

ション性」を活かす学習内容を検討する。 

（１）「リズム感」の学習内容 

「リズム感」では、受講生の記述によると

「音楽（歌）に合わせて動いたこと」「リズム

に合わせてジンガ」等、動き自体のリズム、つ

まり個の身体の動きを反復することによって

生み出されるリズム（以下、「運動リズム」）を

調整するという意味の記述が見受けられた注 6)。

一方で、「南米のリズムを楽しめた」「リズムが

あるので入り易かった」等、文脈から察するに、

身体能力
動き・運動量

リズム感
歌と動き・リズム

音楽性
歌・楽器

形式
形式（楽器交代）

コミュニケーション性
コミュニケーション・協調性・笑顔・一体

感・生涯スポーツ

歴史背景
歴史背景

創造性
自由さ・判断力

身体能力
動き・運動量

・体力要素 駆け引き
フェイント・駆け引き

・判断力

リズム感
リズム感

コミュニケーション性
コミュニケーション

・協調性・一体感

身体能力
動き・運動量

・体力要素

リズム感
リズムと動き

・リズム

創造性
創造性

タイミング
タイミング

・協調性

音楽性
楽器演奏

身体能力
動き

リズム感
リズムと動き

・リズム

創造性
創造性

コミュニケーション性
コミュニケーション

・雰囲気

音楽性
歌

形式
道具身体技能 

身体技能 

身体技能 

身体技能 

駆け引き 



四国体育・スポーツ学研究 4号 平成 30年 7月 

9 

 

音楽リズムそのものへ意識を向けた記述もあ

った。これらを総括して本稿では「リズム感」

とした。動きのリズムについては、カポエイラ

の「身体技能」に、「ジンガ」という基本動作

の足運びがあり、一定のリズムを伴うが、その

学習において運動リズムを調整しなければな

らなかったという事であると読み取れた。 

藤波・松村（2012, p. 95）によれば、リズミ

カルな動きのためには、動きのインターバル

（一定の時間経過、時間間隔）の認知によるテ

ンポ（拍子）と、動きにおける一定の位相差と

いう二つの要素が関係するという。一定のテ

ンポを脳が認知し、さらに位相差を感じるた

めには感覚刺激が必要であり、それは皮膚接

触によってもたらされる。その刺激によって

運動が制御される。そして、この微調整には肘

や膝といった関節角度の調整が重要となる。

また、リズミカルな身体技能の獲得には、二段

階あり、肩関節や股関節等の体幹部分の周期

的な運動が確立した後、皮膚接触の刺激によ

って肘関節や膝関節による微調整がなされ、

洗練されたリズミカルな動きになるという。

さらに、サンバ等のアフロ系の音楽やダンス

では体幹部の、特に腰を中心にリズムをとる

傾向にあり（藤波・松村, 2012, p.96）、カポエ

イラもこれに準ずる。そして、サンバの演奏者

のリズムの取り方の習熟においては、リズミ

カルな動きが確立する過程で、音楽のテンポ

へ同調が生じる（藤波・松村, 2012, p.95）。こ

れを参考にすれば、カポエイラの「身体技能」

の学習を通じて「ジンガ」の運動リズムの形成

注 7)と、音楽テンポへの同調のために音楽に意

識を向けることが「リズム感」の主な学習内容

となる。 

（２）「創造性」の学習内容 

「創造性」に関する受講生の記述からは、カ

ポエイラの組手「ジョゴ」における動きの「自

由さ」を特徴的と捉え、「むずかしさ」や「や

りやすさ」を感じている様子が読み取れた（表

2）。また、相手の動きに応じる即興性や動きを

自由に組み合わせる「創造性」を特徴的と捉え、

「むずかしさ」や「やりやすさ」を感じている

ことも記述から見受けられた（表 2）。 

藤波・松村（2012）によれば、技能は、(1)

状況依存性（時と場合によって異なる）、(2)個

人差の存在（人によってやり方が違う）、(3)自

己認識の重要性（姿勢や力の入れ具合等の自

分の状態を把握する）、(4)他者との相互作用

（相手の出方によってやり方を変える）とい

う特徴がある（藤波・松村, 2012, p. 92）。ただ

し、こうした技能は、確かに時と場合によって

異なる可能性があるが、何を目的として行わ

れるかという動きの機能は不変である。その

うえで、学習者は、その技能の目的を理解し、

さらに目的を達成するためにはどのように動

くべきか発見する必要がある（藤波・松村, 

2012, p.93）。 

カポエイラにおいても、これらの技能の特

徴があるといえ、特に「(4)他者との相互作用」

は、カポエイラでの組手「ジョゴ」において核

となる運動実践であり、学習内容となる注 8)。

そして、その技能の目的を理解した上で、相手

に応じた即興的な動き方（基本動作のつなげ

方を含む）を自分なりに発見することが「創造

性」として分類された記述内容の意味すると

ころと推察され、学習内容といえる。 

先述のように、カポエイラでの組手「ジョゴ」

において、「マリーシア」を基軸とした駆け引

きのある展開はカポエイラの面白さの一因で

ある注 9）。カポエイラでは、勝敗を最終的に明

確にしない（ノックアウトを最終目的としな

い）が、多種多様な駆け引きの充実が求められ

る。意外性を伴う重厚な駆け引きが組手「ジョ

ゴ」の良し悪しの判断基準といっても過言で

はない。 

これを踏まえると、カポエイラの組手「ジョ
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ゴ」では「駆け引き」が目的にされ、「駆け引

き」として相手と非言語コミュニケーション

をとる過程で「創造性」が学習されるといえる。 

（３）「駆け引き」の学習内容 

「駆け引き」に分類された受講生による記

述を見ると、カポエイラの組手「ジョゴ」で「蹴

りを入れるタイミング」や「相手と息を合わせ

る」ことに「むずかしさ」を感じている一方で、

駆け引きのためにフェイントをする技術は他

の競技でも役立つと捉えている（表 2）。 

西山・諏訪（2012）に依れば、駆け引きのた

めには「間合いを読んで相手の意図を予測し、

自らの身体を用いて自身に有利な間合いを作

りだすことが求められる」（西山・諏訪, 2012, 

p.1）。しかし、試合ごとに状況が異なるため、

普遍的に正しい間合いの読み方・作り方を示

すことは困難であるという（西山・諏訪, 2012, 

p.1）。ということは、カポエイラの組手「ジョ

ゴ」においても、間合いの読み方・作り方につ

いて普遍的な条件は提示できないため、駆け

引きの生じうる場面を何度も経験し、その都

度間合いの読み方・作り方を実践的に学習す

る必要がある。 

そして同時に、駆け引きを行うためには「技

能の目的を理解した上で、即興的な動き方（基

本動作のつなげ方を含む）を自分なりに発見

すること」という前項でみたような「創造性」

を駆使した対応が必要となる。相手に応じた

即興的な動き方（基本動作のつなげ方を含む）

を自分なりに発見するためには、カポエイラ

の動き方の選択肢を知っておく必要がある。

そのため、「駆け引き」の学習内容としては、

駆け引き（相手の裏に回り込む、動きのリズム

を崩す等）を伴う具体的な動きと実践的な間

合いの読み方・作り方が挙げられる。 

 

２）カポエイラの学習内容の構成に活かす「コミュ

ニケーション性」とは 

受講生によるカポエイラの「やりやすさ」に

関する記述によれば「コミュニケーションが

取れる」「全体の雰囲気が軽いのもよかった」

「人見知りなのでコミュニケーションをとる

のによい」「知らない人ともスポーツをして会

話できる」という記述に見られるように、カポ

エイラの組手「ジョゴ」や集会型ゲーム「ホー

ダ」の実施で生じるコミュニケーションがカ

ポエイラの「やりやすさ」につながっているこ

とが見受けられた（表 2）。また、「ジョゴ（組

手）の開始時に眼を合わせること」「皆が円に

なっておこなうから」「皆が自然と笑顔になる」

「皆の一体感」とあるように、アイコンタクト

で相手とコミュニケーションをとる点、集会

型ゲーム「ホーダ」で一体感を高めるためにコ

ミュニケーションを図る点が、印象に残った

こととして言及されていた。つまり、カポエイ

ラの組手「ジョゴ」の特徴である「駆け引き」

と、カポエイラの形式的特徴において、非言語

コミュニケーション注 10)がもたらされるので

ある。 

そこで、改めてカポエイラの組手「ジョゴ」

以外での非言語コミュニケーションが生じる

場面をみてみる。カポエイラは、ホーダと呼ば

れる集会型ゲームが行われ、歌や楽器演奏に

よる音楽テンポが伴う。そして、組手「ジョゴ」

を行う二人は常に音楽テンポに意識を向ける

と同時に、演奏者はその二人をつぶさに観察

し、時に組手「ジョゴ」の仕切り直しをしたり、

音楽テンポの速度を変化させたりする。さら

に、歌い手はその二人の様子をみながら、適切

な歌詞をえらんで、歌詞を通じたアドバイス

を行うのである。例えば、組手「ジョゴ」をし

ている 1 人が焦っているように見えれば、落

ち着きを促すような歌詞のある歌を選んで歌

う。さらには、楽器奏者間、楽器奏者と歌い手

（リード側）間、楽器奏者と合唱者間、歌い手

（リード側）と合唱者間においても、相互に非
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言語コミュニケーションが行われている。実

際に、カポエイラにおいては、組手「ジョゴ」

を行う二人と集会型ゲーム「ホーダ」の構成員

との間でも非言語コミュニケーションが常に

行われているのである注 11)。 

こうしたカポエイラの実践形式上、構造的

にもたらされる非言語コミュニケーションも

含めて、カポエイラの「コミュニケーション性」

と捉えることができる。 

以上の概念図が次の図 6 である。集会型ゲ

ーム「ホーダ」の中に、二人（Aと B）が組手

「ジョゴ」を行っている状態を示している。 

 

図６ カポエイラにおける集会型ゲーム「ホーダ」の

概念図 

 

※ 図中の    は非言語コミュニケーションを意味する。 

 

Aと Bは各自が自身の動きに「運動リズ

ム」を形成しつつ、集会型ゲーム「ホーダ」

を囲む人々の奏でる音楽テンポ（楽器による

演奏、合唱、手拍子）に同時に意識を向け

る。そして、対面した相手の運動リズムと同

調した上で、リズムを崩す。これによって駆

け引きの展開へと移行する注 12)。こうしたカ

ポエイラにおけるコミュニケーション性は、

学習内容を構成する際に、組手「ジョゴ」に

おける非言語コミュニケーション、集会型ゲ

ーム「ホーダ」における非言語コミュニケー

ションのそれぞれを味わえるように留意され

るべき点であり、「指導過程方法」の検討と

いう教材研究における次の段階となる注 13)。 

 

５．レクリエーショナル・スポーツとしてのカポエイラ

の教材づくりの留意点と教育目的および到達目標 

前項で明らかにされた、カポエイラの「教材

づくり」の留意点ならびに学習内容を踏まえ

ると、レクリエーショナル・スポーツとしての

カポエイラの教育目的は、「カポエイラ固有の

身体技能の学習と集会型ゲーム『ホーダ』の実

施を通じて、仲間とコミュニケーションを図

り、協力し合い、楽しむこと」に集約される。

また、到達目標は、次のようになる。 

 

①固有の身体技能の学習を通して、基本ステ

ップ「ジンガ」に関連する運動リズムを自分な

りに形成し、音楽テンポへ意識を向けて動く

こと。 

②組手「ジョゴ」では駆け引きの動きを工夫し、

相手とコミュニケーションを図ること。 

③集会型ゲーム「ホーダ」では協力し合い、一

体感を高めるよう働きかけること。 

 

これらの到達目標は、カポエイラの、素材と

しての運動文化の特性に基づくものである。

先述のようにカポエイラは、本質的にレクリ

エーショナル・スポーツとしての性質を有し

ていることから、カポエイラの特性に最大限

に触れられる配慮をすることによって、おの

ずと非言語コミュニケーションを主とする仲

間との交流に繋がる。 

ただし、本稿において、カポエイラの特性か

ら導き出された教育目的と到達目標は、各大

学における初年次教育、学生支援といった最

A 身体技能

（運動リズム）

B 身体技能

（運動リズム）

音楽テンポ（歌・楽器）

音楽テンポ（歌・手拍子）

音
楽
テ
ン
ポ
（
歌
・
手
拍
子
）

音
楽
テ
ン
ポ
（
歌
・
手
拍
子
）

ホーダ（集会型ゲーム）

ジョゴ

（組手）

駆け引き

創造性
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上位の教育目標に応じて「教材づくり」の段階

で工夫がなされる必要がある。そうすること

によって、健康の維持促進だけでなく、近年求

められているような、コミュニケーションの

促進や仲間づくりに寄与する大学体育として

の教育目的が達成できるのではないだろうか。 

楽しさを味わい、コミュニケーションを促

進することのできるレクリエーショナル・ス

ポーツとして実施するためには、前項で明ら

かにされたカポエイラの学習内容と、その構

成要素の単独あるいは複数要素の組み合わせ

によって生じる「楽しさ」を把握した上で、対

象者に合わせたさらなる指導方法の工夫が必

要である。また、学習内容の各構成要素を主軸

に、既存のレクリエーションとしてのあそび

をカポエイラ学習の導入段階に活用し、スム

ーズな理解を促す等、カポエイラの独自の駆

け引きの世界観に自然に誘う流れが必要とな

る。 

 

６．おわりに 

本研究では、カポエイラ固有の特徴を総括

し、レクリエーショナル・スポーツの捉え方を

明示した上で、楽しさを味わい、コミュニケー

ションを促進するレクリエーショナル・スポ

ーツとしてのカポエイラの「素材研究（素材解

釈）」と「学習内容研究」を試みた。 

カポエイラ固有の「身体技能」の学習を通じ

て、(1)「リズム感」（「運動リズム」の形成と「音

楽テンポ」へ意識を向けること）、(2)「創造性」

（駆け引きのために動きを発見すること）、(3)

「駆け引き」（駆け引きを伴う動きと実践的な

間合いの読み方・作り方）が学習内容として位

置づけられた。また、カポエイラの組手「ジョ

ゴ」と実践形式によって構造上もたらされる

コミュニケーション性を示し、「教材づくり」

の留意点と、教育目的および到達目標を明ら

かにした。しかし、本稿で事例とした「カポエ

イラ体験講座」は、2校とも大学の運動部に所

属する受講生が中心であったため、運動経験

が比較的多くない初学者も含めた学習内容の

検討を今後も継続的に実施していかねばなら

ない。 

カポエイラは実践形式の構造上、個のレベ

ルならびに集団のレベルにおいてコミュニケ

ーションが生じやすく、仲間との一体感を味

わうことができる。こうした民族スポーツな

らではの特徴を生かし、スポーツ文化として

の理解も兼ねたレクリエーショナル・スポー

ツとしての展開を今後も検討していきたい。 

 

注 

注 1) 米国レクリエーショナル・スポーツ・プ

ログラム（recreational sports programs）

とは、米国大学において、一般的に学生部の

レクリエーショナル・スポーツ課が主幹部

署となり、一般学生向けに学生支援の一つ

として併用カリキュラムとして提供されて

いるサービスである（小倉, 2014, p.38）。 

注2) 小 倉 は 、 National Intermural 

Recreation Sports Association と National 

Association of Student Personnel 

Administrators の 調 査 で あ る 

“NIRSA/NASPA Consortium Campus 

Recreational Impact Study 2010” を参照

にしているが、筆者は原著を未読である。 

注 3) 本稿では、組手「ジョゴ」中に笑いかけ

たり、動きやすく誘導したり、ジェスチャー

を交えてコミカルな演技を行ったりするこ

とを意味する。 

注 4) 例えば、二人組になり、肘を軽く曲げた

手で相手と握手ができるような近距離のま

ま、相手の目を見て、動き続けることに、日

本人の初学者は恥ずかしさを覚えることが

よくある。そうした状況を事前に知ってお

くことによって、すぐに組手「ジョゴ」を行
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うのではなく、ペアで向き合う遊びやゲー

ムを導入段階で複数回行う等の対応が可能

であり、「教材づくり」の重要な情報となる。 

注 5) 体育の教材づくりにおける「内容的視点」

とは、「『学習内容』の明確さ」が挙げられて

おり、その下位項目として「知識・認識（わ

かる）」「技術・戦術（できる）」「社会的行動

（かかわる）」が挙げられる（岩田, 1994, 

p.31）。 

注 6) 表 2の中グループ「リズム感」における

記述内容を参照。 

注7) 藤波・松村（2012）によれば、技能は二

段階で獲得され、「(1)基本となるインターバ

ルを運動に確立する過程」と、「(2)基本テン

ポからの位相差を運動に持ち込む過程」が

ある。対象者が初学者と想定した本活動に

おいては、「『ジンガ』の運動リズムの確立」

とは前者の(1)の段階を指す。 

注 8) 高岡ほか（2018, p.55）によれば、体育

科の教科内容は「運動内容と学習内容の総

合態」であるとしている。運動内容とは、学

習内容としての運動実践そのものを意味す

る。 

注 9) 一般にカポエイラ実践者間で共有され

る考えである。スポーツや身体運動の面白

さならびに楽しさは、実践者の習熟段階や

発達段階によって異なるが、本稿の対象者

として想定している大学生は、心身の発達

段階の面からも、またこれまでの競技経験

や運動経験を踏まえても、カポエイラの駆

け引きによる面白さ・楽しさを享受しうる

段階と判断する。 

注 10) 本稿において非言語コミュニケーショ

ンとは、言語を用いずに他者（1人もしくは

複数）と何らかの意図を伝達したり、受け取

ったりすることを意味している。 

注 11) 本稿におけるカポエイラの組手「ジョ

ゴ」ならびに集会型ゲーム「ホーダ」におけ

るコミュニケーションに関する描写は、

2003年から筆者が継続的に実施しているブ

ラジルにおける参与観察での師範や指導者

らの指導内容に基づく。 

注 12) 本稿では、カポエイラの駆け引きをす

る前提として、ジンガの運動リズムが相手

と同調する段階が必要であると考える。同

調することによって、リズムを崩すことが

できる。特に初学者にとっては、まず相手と

動きのリズムを同調させてから、駆け引き

へ持ち込むという流れが必要である。 

注 13) 本稿の冒頭において言及した、レクリ

エーショナル・スポーツにおいてコミュニ

ケーションが促進されるという特徴は、非

言語コミュニケーションに限らず、言語に

よるコミュニケーションも含まれている。

カポエイラにおいては、非言語コミュニケ

ーションが構造上もたらされるが、非言語

コミュニケーションでの意思の伝達や受取

が不十分な場合は、言語によるコミュニケ

ーションももちろん行われることになる。 
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